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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月22日(2012.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パンチの基端側を受圧板の受圧面で支持した状態で、パンチの先端部をワークに押圧さ
せるプレス加工装置であって、
　受圧板の受圧面に、パンチの基端面に接触するパンチ支持面が設けられ、
　受圧板がその受圧面を頂上とする円錐台形状に形成されることを特徴とするプレス加工
装置。
【請求項２】
　受圧板の外周面における軸心に対する傾斜角度が２０～７０°に設定される請求項１に
記載のプレス加工装置。
【請求項３】
　受圧板の受圧面に、パンチ支持台部が突出するように形成されるとともに、そのパンチ
支持台部に、前記パンチ支持面が設けられる請求項１または２に記載のプレス加工装置。
【請求項４】
　受圧板が、複数に分割されるとともに、その複数の分割体の一つが、受圧板のパンチ支
持台部を含む部分によって構成される請求項３に記載のプレス加工装置。
【請求項５】
　パンチ支持台部におけるパンチ支持面の外側に面取り部が形成される請求項３または４
に記載のプレス加工装置。
【請求項６】
　パンチにおける基端面と外周面との間に面取り部が形成される請求項１～５のいずれか
１項に記載のプレス加工装置。
【請求項７】
　パンチおよび受圧板を保持するパンチホルダーを備え、
　パンチホルダーにおける受圧板を保持するための保持孔の内周面が受圧板の外周形状に
倣って形成され、
　受圧板の外周面の一部に、パンチの軸心方向に平行な外周平行面が設けられるとともに
、その外周平行面に対応して、パンチホルダーにおける保持孔の内周面に、軸心方向に平
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行な内周平行面が設けられ、
　外周平行面が内周平行面に軸心方向に沿って嵌合された状態で、受圧板がパンチホルダ
ーの保持孔に収容される請求項１～６のいずれか１項に記載のプレス加工装置。
【請求項８】
　受圧板の外周面における受圧面側に、周方向に沿って連続する凹段部が形成されるとと
もに、その凹段部の一面によって外周平行面が構成され、
　凹段部に対応して、パンチホルダーにおける保持孔の内周面に、周方向に沿って連続す
る凸段部が形成されるとともに、その凸段部の一面によって内周平行面が構成される請求
項７に記載のプレス加工装置。
【請求項９】
　受圧板の外周面と、パンチホルダーの保持孔内周面との間に隙間が設けられる請求項７
または８に記載のプレス加工装置。
【請求項１０】
　外周平行面と内周平行面との間の隙間寸法が、０．１～０．５ｍｍに設定される請求項
７～９のいずれか１項に記載のプレス加工装置。
【請求項１１】
　パンチを軸心方向に沿って収容する筒状のパンチケースと、
　パンチケースおよび受圧板を保持するパンチホルダーと、を備える請求項１～１０のい
ずれか１項に記載のプレス加工装置。
【請求項１２】
　パンチの基端面がパンチケースの基端面よりもパンチ先端側に配置され、
　パンチケースの基端面が、受圧板の受圧面におけるパンチ支持台部の外側に接触状態に
配置される請求項１１に記載のプレス加工装置。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載のプレス加工装置を用いて、ワークをプレス加工
して、成形加工品を製造することを特徴とするプレス加工方法。
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